
スタート

↓

協定締結

↓

自主活動計画書の提出

↓

計画書に基づき巡視(上半期）

↓

巡視の中で危険箇所を発見したか？ → 危険箇所報告書【様式４】を事務所へ提出

↓

上半期の巡視終了(１１月）

↓

【様式１】に上半期分の巡視結果の入力
（セルが黄色い部分）

↓

【様式３】を上半期分作成

↓

【様式１】【様式３】の写しを事務所へ提出

↓

計画書に基づき巡視(下半期）

↓

巡視の中で危険箇所を発見したか？ → 危険箇所報告書【様式４】を事務所へ提出

↓

下半期の巡視終了(５月）

↓

【様式１】に下半期分の巡視結果の入力
（セルが黄色い部分）

↓

【様式３】を下半期分作成

↓

【様式１】【様式３】の原本を事務所へ提出

○活動計画書・報告書提出の流れ
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　（４）巡視する路線名、河川名、距離、区間を記入してください。

３．【様式５】の作成方法
　（１）巡視以外の自主活動を計画されている方はその内容を記載してください。

　（２）住所、会社名、代表者、連絡先を記載してください。

　（３）該当する活動部分に記載してください。

　　　※連絡先は緊急時に連絡の取れる電話番号（氏名）を記載してください。

　　　※同意印をもらう際は「第３者に損害を負わせた場合は、請負業者と協議し解決に
　　　　あたる」旨を説明し押印をもらうようにお願いします。

５．【様式９】の記載方法

　　　※連絡先は緊急時に連絡の取れる電話番号（氏名）を記載してください。

　（１）住所、会社名、代表者、連絡先を記載してください。

　（２）産廃処理予定施設欄を記載してください。

２．【様式２】の作成方法

　（１）地図を添付してください。
　（２）巡視範囲を赤で着色してください。

４．【様式８】の記載方法
　（１）住所、会社名、代表者、連絡先を記載してください。

　（２）建設発生土処分地欄を記載してください。

　　　※連絡先は緊急時に連絡の取れる電話番号（氏名）を記載してください。

　　　※巡視以外の自主活動を計画されていない方も本様式の提出は必要です。

○地域防災に資する自主活動計画書の記載について
　当初計画書として提出してもらう書類は以下の【様式１】【様式２】【様式５】【様式
８】【様式９】５種類です。【様式５】は本協定において地域防災に資する自主的な活動
への取り組みを推奨していることから提出資料としています。自主活動計画において地域
防災活動への参加を予定していない企業も提出は必要です。以下にそれぞれの様式の記載
方法を記していますのでご参照ください。また、それぞれの様式の記入例も併せてお配り
しますのでご参照ください。

１．【様式1】の記載方法

　（１）計画書の段階では薄青の部分のみ記載してください。
　（２）左上欄の住所、会社名、代表者、連絡先を記載してください。
　　　※連絡先は緊急時に連絡の取れる電話番号（氏名）を記載してください。
　（３）巡視計画の薄青部分を記載してください。
　　　※巡視時期は大まかで結構です。（記載例：毎月末及び大雨後）
　　　※団体又は協同で応募されている業者の方々は、巡視地区が固まらないよう
　　　　に振り分けをしていただいた上で、取りまとめて提出をお願いします。



　（５）本報告書を作成した場合は速やかに【様式１】に記載してください。

　　　※巡視日を記載してください。
　　　※巡視者を記載してください
　　　※路線名・河川名を記載してください。
　　　※発見した危険箇所の概要を記載してください。
　（３）巡視報告書は記載後速やかに提出してください。
　（４）緊急時の場合は電話で県土整備事務所に一報を入れてから、
　　　　報告書を作成してください。

○自主活動計画書提出後について
　計画書を提出した後は、計画書に沿って自主活動を行っていただきます。
　巡視活動の際に危険箇所を発見した場合は【様式４】にて速やかに県土整備事務所への
報告をしていただきます。

１．【様式４】の記載方法

　（１）左上欄の住所、会社名、代表者、連絡先を記載してください。
　　　※連絡先は緊急時に連絡の取れる電話番号（氏名）を記載してください。
　（２）巡視報告を記載してください。



　（３）巡視により危険箇所を発見した場合は、【様式４】を利用し、適宜報告を
　　　　してください。

　（３）危険箇所の有無を記載してください。有、無のどちらかを入れてください。
　　　※危険箇所が「有」の場合は下の表を記載してください。表は危険箇所の発見日を
　　　　記入し対象となる路線河川の箇所番号を記載してください。その後、場所、状況
　　　　について記入してください。

２．【様式３】の記載方法
　（１）巡視状況の写真を添付してください。また、いつ巡視したかがわかるように
　　　　写真に巡視日、撮影箇所、路線名・河川名等を記載してください。
　（２）自主活動範囲の巡視が必須であり、確実に自主活動を行っているかは、
　　　　この自主活動報告書でしか判断できませんので、自主活動範囲については
　　　　毎月必ず写真を撮影し添付してください。

○地域防災に資する自主活動報告書の記載について
　　報告書として提出してもらう書類は以下の【様式１】【様式３】２種類です。
　　様式１，３の２種類は必須です。
　　以下にそれぞれの様式の記載方法を記していますのでご参照ください。
　　また、それぞれの様式の記入例も併せてお配りしますのでご参照ください。

１．【様式1】の記載方法

　（１）報告書は薄黄の部分を記載してください。
　（２）巡視の実施日を記載してください。上段が月、下段が日となります。
　　　※複数回実施した方は全て記載してください。


